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　本会の第　本会の第1313年度第２回理事会は、年度第２回理事会は、３月３月2222日、日、

東京浜松町海員会館で開催され、東京浜松町海員会館で開催され、会長ほか役員会長ほか役員・・

理事理事1313人が出席して、人が出席して、４月４月1919日に開催される第日に開催される第

1414回定期総会に提案、回定期総会に提案、審議される活動方針案、審議される活動方針案、活活

動報告などについて討議し、動報告などについて討議し、討議した線に沿っ討議した線に沿っ

て総会に提案することが決せられた。て総会に提案することが決せられた。

　活動報告では、　活動報告では、会の組織人員が年々減少して会の組織人員が年々減少して

いること、いること、活動では各地のパネル展に参加して活動では各地のパネル展に参加して

きたことと、きたことと、特に昨年の大阪国際平和センター特に昨年の大阪国際平和センター

＝ピース大阪が開催した、＝ピース大阪が開催した、特別展特別展「戦争で失わ「戦争で失わ

れた船と船員」れた船と船員」に本会が提供した多くの資料がに本会が提供した多くの資料が

効果を発揮したが、効果を発揮したが、今後もこうした展示会には今後もこうした展示会には

積極的に協力していくこと。積極的に協力していくこと。インターネットのインターネットの

ホームページの資料の整備や補充を行ったことホームページの資料の整備や補充を行ったこと

などが述べられた。などが述べられた。

　　また、また、次年度の活動方針としては、次年度の活動方針としては、従来の諸活従来の諸活

動を継続していくが、動を継続していくが、特に独自の展示会開催の企特に独自の展示会開催の企

画画・・実現に努力をすることなどが論議された。実現に努力をすることなどが論議された。

　更に、　更に、本会の事務所を置く本会の事務所を置く「海上労働ネット「海上労働ネット

ワーク」ワーク」が、が、今年７月の定期総会で、今年７月の定期総会で、会の存続会の存続

について方針を決めることになっていることかについて方針を決めることになっていることか

ら、ら、本会の今後の活動や運動の継続をどうする本会の今後の活動や運動の継続をどうする

かについても論議された。かについても論議された。有志が集まってテー有志が集まってテー

マを決め、マを決め、各自が分担して調査、各自が分担して調査、研究する運動研究する運動

の経験などが紹介されたが、の経験などが紹介されたが、引き続き様々な角引き続き様々な角

度から検討していくこととなった。度から検討していくこととなった。

　本会は、　本会は、海上の平和と安全、海上の平和と安全、再び海を戦場に再び海を戦場に

してはならない等をスローガンに、してはならない等をスローガンに、1313年間にわ年間にわ

たって活動を続け、たって活動を続け、全国的にパネル展を展開し全国的にパネル展を展開し

てきたが、てきたが、全日本海員組合の協力を得て、全日本海員組合の協力を得て、本会本会

の収集した戦没船と戦没船員に関する貴重な資の収集した戦没船と戦没船員に関する貴重な資

料を、料を、神戸の神戸の「戦没した船と海員の資料館」「戦没した船と海員の資料館」にに

永久展示することができた。永久展示することができた。

　しかし、　しかし、日本では防衛庁を防衛省に格上げし、日本では防衛庁を防衛省に格上げし、

憲法を改正して海外派兵を本来任務とすること憲法を改正して海外派兵を本来任務とすること

や、や、北朝鮮のミサイル発射や核実験を梃に、北朝鮮のミサイル発射や核実験を梃に、軍軍

備の増強に励んでいる。備の増強に励んでいる。一方、一方、ブッシュ政権はブッシュ政権は

戦争の大義も国民の支持を失っており、戦争の大義も国民の支持を失っており、これはこれは

軍事力が平和をもたらさないことを証明してい軍事力が平和をもたらさないことを証明してい

る。る。現実に米軍が増派され、現実に米軍が増派され、「殺戮と破壊を拡大「殺戮と破壊を拡大

して、して、収拾の着かない混乱を引き起こしている」収拾の着かない混乱を引き起こしている」

と批判されている。と批判されている。そしてペルシャ湾では米原そしてペルシャ湾では米原

潜が日本の大型タンカーに衝突する事故を起し潜が日本の大型タンカーに衝突する事故を起し

ている。ている。

　また日本の外航船員は減少を続け、　また日本の外航船員は減少を続け、外航日本外航日本

籍船も籍船も100100隻を切り、隻を切り、その殆どが混乗となっていその殆どが混乗となってい

るが、るが、そのため日本商船隊は、そのため日本商船隊は、日本周辺海域だ日本周辺海域だ

けでなく世界各地で深刻な大型海難事故を引きけでなく世界各地で深刻な大型海難事故を引き

起こしている。起こしている。そのため、そのため、海の平和と安全は今海の平和と安全は今

も真剣に対応すべき問題である。も真剣に対応すべき問題である。

組織と活動の拡大が課題組織と活動の拡大が課題

会報会報
目　　　　次目　　　　次

下記により第下記により第1414回定期総会を開催いたします。回定期総会を開催いたします。

奮ってご参加下さい。奮ってご参加下さい。

　　　　　　　　記　　　　　　　　記

日日　　時　時　20072007年年44月月1919日日1414時より時より

場場　　所　東京浜松町海員会館　会議室所　東京浜松町海員会館　会議室

議議　　題　第題　第1313年度活動報告年度活動報告

　　　　第　　　　第1313年度決算報告年度決算報告

　　　　第　　　　第1414年度活動方針年度活動方針（（案案））

　　　　第　　　　第1414年度予算年度予算（（案案））

　　　　　　　　その他その他　　　　　　

44月月1919日に第日に第1414回定期総会回定期総会

第第1414回定期総会告示回定期総会告示

戦没船を記録する会　会長　川島　戦没船を記録する会　会長　川島　　　裕裕

組織と活動の拡大が課題組織と活動の拡大が課題････････････1････････････1

第第1313年度活動報告年度活動報告･････････････････2･････････････････2

第第1414年度活動方針年度活動方針((案案)･････････････3)･････････････3

太平洋戦争中の戦没小型船太平洋戦争中の戦没小型船･･････････4･･････････4

戦没小型船の中間公表に際して戦没小型船の中間公表に際して･･ ･･ ･･5･･ ･･ ･ ･5

漁船漁船･･機帆船は日中戦争でも機帆船は日中戦争でも･････････7･････････7

レイテ戦の戦没船レイテ戦の戦没船（２）（２）･････････････8･････････････8

会計報告会計報告･･････････････････････････8･･････････････････････････8
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組織の情況組織の情況　　　　

　本年度末の会員数は正会員　本年度末の会員数は正会員6666人、人、賛助会員賛助会員2222

人である。人である。新規加入新規加入者者は５人であったが、は５人であったが、２人２人

は申し込みがあっただけで、は申し込みがあっただけで、会報を送付したが会報を送付したが

会費納入はない。会費納入はない。会費の納入は正会員会費の納入は正会員3535人人

197,000197,000円、円、賛助会員７人賛助会員７人27,00027,000円、円、寄付金寄付金

はは1212口口56,00056,000円であった。円であった。会員の減少は郵送会員の減少は郵送

した会報が、した会報が、転居先不明、転居先不明、あて所に尋ねあて所に尋ねああたりたり

ませんと返送される形が多い。ませんと返送される形が多い。

　会費について昨年の総会方針として、　会費について昨年の総会方針として、インイン

ターネットターネット・・ホームページを通じての会員募集ホームページを通じての会員募集

を行うために、を行うために、年会費を年会費を１１口口3,0003,000円とし、円とし、正正

会員には会員には２２口以上の納入をお願いする旨を、口以上の納入をお願いする旨を、会会

報報4242・・4343号に掲載したが、号に掲載したが、実際には新規会員、実際には新規会員、

正正・・賛助会員併せて５人が賛助会員併せて５人が3,0003,000円で納入され、円で納入され、

他は従来通り納入された。他は従来通り納入された。

　財政面では、　財政面では、特別資金の提供があったため、特別資金の提供があったため、

従来一般会計で支出していた通信費、従来一般会計で支出していた通信費、事務所費事務所費

など一部を特別会計に移動したため、など一部を特別会計に移動したため、一般会計一般会計

の支出は減少した。の支出は減少した。

　主な支出としては通信費　主な支出としては通信費33,00033,000円、円、会議費会議費

21,60021,600円、円、印刷費印刷費25,00025,000円、円、事業費事業費45,00045,000

円、円、事務所費事務所費120,000120,000円、円、文具雑費文具雑費36,00036,000円円

などであり、などであり、次年度繰越金は約次年度繰越金は約4040万円である。万円である。

((特別資金は別項特別資金は別項))

理事会の開催理事会の開催

　本年度第１回理事会は　本年度第１回理事会は0606年年1212月月1414日、日、会長会長

以下以下1616人が参加して、人が参加して、本会事務所で開催され本会事務所で開催され

た。た。議長に川島会長を選出、議長に川島会長を選出、今年度に開催され今年度に開催され

た各地のパネル展の経過、た各地のパネル展の経過、会報の発行やホーム会報の発行やホーム

ページの進展状況、ページの進展状況、会計報告と特別資金の支出会計報告と特別資金の支出

情況などについての報告、情況などについての報告、質疑が行われた。質疑が行われた。

　また、　また、今後の活動の計画について、今後の活動の計画について、資料の整資料の整

理や会報の発行、理や会報の発行、第２回理事会や第第２回理事会や第1414回定期総回定期総

会の開催日程や、会の開催日程や、そこに提案審議する内容につそこに提案審議する内容につ

いて事務局から提案説明が行われ、いて事務局から提案説明が行われ、審議決定し審議決定し

た。た。

　本年度第２回理事会は、　本年度第２回理事会は、本年３月本年３月2222日日、、東京東京

浜松町浜松町海海員会館で開催され、員会館で開催され、第第1414回定期総会に回定期総会に

提案する活動方針案や予算案、提案する活動方針案や予算案、活動報告や決算活動報告や決算

案について審議した。案について審議した。

　また、　また、本会の維持本会の維持・・存続問題については、存続問題については、何何

とか運動を継続したいという意向が大勢を占めとか運動を継続したいという意向が大勢を占め

たが、たが、じっくり論議していくこととなった。じっくり論議していくこととなった。

パネル展の開催パネル展の開催

　　神奈川神奈川　５月２６日から３日間、　５月２６日から３日間、かながわ県かながわ県

民センターで民センターで「「20062006平和のための戦争展平和のための戦争展 in  in かか

ながわ」ながわ」が開催された。が開催された。今年は戦争展今年は戦争展1010周年に周年に

あたりあたり「みつめよう「みつめよう!!  語り合おう！語り合おう！  戦争の過戦争の過

去といま」去といま」をテーマに多彩な催しが展開された。をテーマに多彩な催しが展開された。

　この戦争展は毎年横浜大空襲のあった５月　この戦争展は毎年横浜大空襲のあった５月2929

日日に併せて開催されるもので、に併せて開催されるもので、初日には初日には「忘れ「忘れ

てはいけない横浜の記憶」てはいけない横浜の記憶」として、として、横浜大空襲、横浜大空襲、

学童疎開、学童疎開、米軍機墜落事件などの体験者のトー米軍機墜落事件などの体験者のトー

クなどがあり、クなどがあり、最終日には市内の小最終日には市内の小・・中学生の中学生の

朗読劇朗読劇「横浜の空襲と戦災物語」「横浜の空襲と戦災物語」が上演され、が上演され、俳俳

優で絵本作家米倉斉加年さんの優で絵本作家米倉斉加年さんの「私の戦争体験」「私の戦争体験」

が語られるなどして、が語られるなどして、大勢の参観者を集めた。大勢の参観者を集めた。

　本会　本会もも毎年参画しているが、毎年参画しているが、今年は戦没船ア今年は戦没船ア

ルフォトや、ルフォトや、攻撃される日本商船、攻撃される日本商船、戦時徴用船戦時徴用船

の最後の最後((絵画複写絵画複写))などを展示した。などを展示した。

　　埼玉埼玉　「　「20062006平和のための埼玉の戦争展」平和のための埼玉の戦争展」はは

７月７月2727日から５日間、日から５日間、浦和浦和「コルソ」「コルソ」で開催さで開催さ

れ、れ、約約１１万人が参観に来場した。万人が参観に来場した。今年の主な展今年の主な展

示コーナーは、示コーナーは、現代の戦争と日本の関わりを考現代の戦争と日本の関わりを考

える、える、平和への世界の流れを伝える、平和への世界の流れを伝える、憲法九条憲法九条

の価値を見つめ直す、の価値を見つめ直す、原爆被害の真実、原爆被害の真実、核廃絶核廃絶

に向けた動きと見通し、に向けた動きと見通し、その他をテーマにしたその他をテーマにした

もので、もので、原爆被害の情況模型やイラク戦争の写原爆被害の情況模型やイラク戦争の写

真パネルなど、真パネルなど、各テーマに基づいた多彩な展示各テーマに基づいた多彩な展示

が行われた。が行われた。

　本会は毎年テーマを決めて展示を行っている　本会は毎年テーマを決めて展示を行っている

が、が、今年は今年は「戦時標準船」「戦時標準船」について、について、その計画その計画・・

建造から戦没情況まで、建造から戦没情況まで、多くの図多くの図・・表やパネル、表やパネル、

戦標船各型式のアルフォト写真などを展示した。戦標船各型式のアルフォト写真などを展示した。

9090％％が戦没した第１次戦標船、が戦没した第１次戦標船、粗製乱造で２年粗製乱造で２年

足らずの間に足らずの間に600600隻以上が建造された改隻以上が建造された改EE型船型船

などの実態を解明したもの。などの実態を解明したもの。

　また、　また、期間中本会の川島会長が、期間中本会の川島会長が、「繰り返すま「繰り返すま

じ戦没船の悲劇、じ戦没船の悲劇、阿波丸沈没事件のなぞ」阿波丸沈没事件のなぞ」と題と題

して講演を行った。して講演を行った。

　　ピース大阪展　ピース大阪展　大阪国際平和センター、大阪国際平和センター、0606年年

７７月月1919日から９月日から９月1010日までの会期で、日までの会期で、特別展特別展

「戦争で失われた船と船員」「戦争で失われた船と船員」展を開催した。展を開催した。このこの

特別展には企画の段階から本会に展示資料提供特別展には企画の段階から本会に展示資料提供

　　第　　第1313年度活動報告年度活動報告
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の申し入れがあり、の申し入れがあり、担当者が本会を訪れて特別担当者が本会を訪れて特別

展の趣旨を説明し、展の趣旨を説明し、それにあわせた資料を選定それにあわせた資料を選定

し、し、提供を行ったものである。提供を行ったものである。

　この特別展は、　この特別展は、昭和の初期から世界有数の海昭和の初期から世界有数の海

運立国日本が、運立国日本が、太平洋戦争を経てどのよう太平洋戦争を経てどのようなな経経

過を辿ったかを、過を辿ったかを、多くの資料を用いたパネルや多くの資料を用いたパネルや

写真、写真、模型を組み合わせて展示したものである。模型を組み合わせて展示したものである。

特に戦時中の船舶の置かれた情況や、特に戦時中の船舶の置かれた情況や、戦没した戦没した

船と船員の被害を明らかにし、船と船員の被害を明らかにし、戦争の悲惨な事戦争の悲惨な事

実を風化させることなく、実を風化させることなく、後世に伝えていくた後世に伝えていくた

めに企画されたもので、めに企画されたもので、有料の展示会であった有料の展示会であった

がが9,0009,000人からの参観者が訪れた。人からの参観者が訪れた。

　本会からは戦没船アルフォト－大阪商船の　本会からは戦没船アルフォト－大阪商船の

120120隻、隻、大久保画伯の戦時徴用船の最後のパネ大久保画伯の戦時徴用船の最後のパネ

ルル1515枚、枚、攻撃される日本商船－写真パネル攻撃される日本商船－写真パネル2020

枚、枚、戦没船位置図、戦没船位置図、本籍地別戦没船員数表、本籍地別戦没船員数表、そそ

の他多数の資料を提供したが、の他多数の資料を提供したが、プロや愛好家がプロや愛好家が

作成した多くの商船の模型が提供され、作成した多くの商船の模型が提供され、展示に展示に

花を添えていたのには感心した。花を添えていたのには感心した。

　　本会の溝辺修本会の溝辺修関西関西支部長は、支部長は、会期中、会期中、乗船し乗船し

ていた白金山丸が米潜水艦に撃沈された経験にていた白金山丸が米潜水艦に撃沈された経験に

ついて講演した。ついて講演した。

　　その他その他  ８８月に岡山県津山市の月に岡山県津山市の「津山市民平「津山市民平

和祭」和祭」に賛助会員の安藤敏顕氏が、に賛助会員の安藤敏顕氏が、1212月に静岡月に静岡

県袋井市の平和写真展に賛助会員の高橋潤次氏県袋井市の平和写真展に賛助会員の高橋潤次氏

が、が、それぞれ戦没船の写真を提供それぞれ戦没船の写真を提供・・展示した。展示した。まま

た、た、1111月に東京晴海で開催された全日本海員組月に東京晴海で開催された全日本海員組

合の定期全国大会にも、合の定期全国大会にも、戦戦標船を中心のパネル標船を中心のパネル

展を行った。展を行った。

会報の発行会報の発行

　会報の発行は、　会報の発行は、0606年９月に第年９月に第4343号を、号を、0707年年

１月に第１月に第4444号、号、３３月月にに第第4545号を発行した。号を発行した。年年

間に３回しか発行できなかったのは事務局の能間に３回しか発行できなかったのは事務局の能

力の問題である。力の問題である。

資料収集資料収集

　　関係研究者からの資料提供関係研究者からの資料提供･･貸与、貸与、図書館図書館･･資資

料室等訪問、料室等訪問、書籍書籍･･インターネットインターネットー等を通じー等を通じ

て収集した主な資料はて収集した主な資料は2020点であった。点であった。

資料整備資料整備・・データーベース化データーベース化

　収集した　収集した資料をクリアブック等に整理し、資料をクリアブック等に整理し、内内

容容のの分析分析・・整備を行い、整備を行い、必要に応じて必要に応じて資料の資料の

作成作成・・データベース化データベース化したした。。

　継続的に行ってきた作業については、　継続的に行ってきた作業については、

1.1.日本船名録＝統合船名録の補正日本船名録＝統合船名録の補正ももほぼほぼ終了終了。。

2.2.海軍徴用小型船名簿＝海軍徴用小型船名簿＝４４･･５５次の補正を行う次の補正を行う

　とともに、　とともに、統合船名録への統合船名録への挿入挿入を終了。を終了。

3.3.戦没小型船明細戦没小型船明細＝海軍関係については、＝海軍関係については、約約

　　1,5001,500隻の把握ができ、隻の把握ができ、統合船名録への挿統合船名録への挿

入も終えた。入も終えた。

ホームページホームページ

　ＨＰ全体の形体と内容を継続的に整備すると　ＨＰ全体の形体と内容を継続的に整備すると

ともに、ともに、次の次の新新掲載を行った。掲載を行った。

1.1.会報＝第会報＝第4242号、号、第第4343号、号、第第4444号号

22..パネル展＝パネル展＝展示会で使用した展示会で使用した「「戦時標準船戦時標準船」」

　　関係関係ののパネルパネルの紹介。の紹介。

3.3.資料資料＝①＝①17-18-2217-18-22年版年版統合統合船名録船名録②②地域別戦地域別戦

　　時船舶時船舶・・海軍徴用船海軍徴用船・・戦没船戦没船(20(20～～299299総㌧総㌧))

4.4.証言証言・・記録集＝①父の戦死を実感記録集＝①父の戦死を実感((浅香丸浅香丸))②②

父からの最後の手紙父からの最後の手紙((栄興丸栄興丸))③兄の戦死の状況③兄の戦死の状況

((赤城山丸赤城山丸))④白陽丸乗船の父⑤菱洋丸の回航⑥④白陽丸乗船の父⑤菱洋丸の回航⑥

戦地からの手紙⑦漁船徴用の申進⑧紀伊の小舟戦地からの手紙⑦漁船徴用の申進⑧紀伊の小舟

たち⑨戦時下の商船学校たち⑨戦時下の商船学校

　　次の活動を具体的次の活動を具体的重重点目標とする。点目標とする。

１、１、戦没船、戦没船、戦没船員についての資料の収集戦没船員についての資料の収集・・

　　調査研究調査研究の強化。の強化。

２、２、所有資料、所有資料、収集資料の整収集資料の整理理・・整備の強化整備の強化

３、３、展示会の開催、展示会の開催、独自展の計画独自展の計画・・実行実行(2(2回回

　以上　以上))。。共催展への参加、共催展への参加、協力。協力。

４、４、展示資料、展示資料、パネルパネル、、特に小規模展、特に小規模展、部分部分

　　参加用のものの整備参加用のものの整備。。

５、５、インターネットインターネット・・ホームページの充実、ホームページの充実、有有

　　効活用。効活用。

記録する会の続存について記録する会の続存について

　　本会が同居している本会が同居している「海上労働ネットワー「海上労働ネットワー

ク」ク」は、は、昨年の定期総会で昨年の定期総会で「「今年７月開催の今年７月開催の

定期総会の討議で、定期総会の討議で、今後の組織の維持今後の組織の維持・・存続存続

について、について、方針を決めること方針を決めること」」としている。としている。

　本会は事務所費を月２万円とその他費用の　本会は事務所費を月２万円とその他費用の

実費を負担しているが、実費を負担しているが、海労ネットに代わっ海労ネットに代わっ

て事務所を維持て事務所を維持・・運営して行くだけの資力は運営して行くだけの資力は

ない。ない。この事態にどのように対処するか、この事態にどのように対処するか、検検

討することとする。討することとする。

第第1414年度活動方針年度活動方針((案案))
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　　「戦時船舶と徴用船「戦時船舶と徴用船・・戦没船名簿」戦没船名簿」

                                              　　についてについて

　先の太平洋戦争では、　先の太平洋戦争では、６万余人の船員が戦死６万余人の船員が戦死

し、し、１万５千余隻の船が戦没したとされており１万５千余隻の船が戦没したとされており

((詳細は本ＨＰ詳細は本ＨＰ「資料」「資料」欄参照欄参照))、、その記録は、その記録は、商商

船を主とした大型船については本会その他関係団船を主とした大型船については本会その他関係団

体体・・個人の努力により相当程度まとめられている個人の努力により相当程度まとめられている

ものの、ものの、300300総トン未満の小型船については、総トン未満の小型船については、一一

部船舶部船舶・・一部地域を除きあまり進んでいないのが一部地域を除きあまり進んでいないのが

実状である。実状である。

　本会はそれらの記録をできるだけ残そうと努力　本会はそれらの記録をできるだけ残そうと努力

中であるが、中であるが、この度その一部であるこの度その一部である「海軍徴用船「海軍徴用船

を主とした戦没船」を主とした戦没船」の実状を中間的まとめとしての実状を中間的まとめとして

公表する。公表する。海軍関係については６割方把握できた海軍関係については６割方把握できた

のではないかと思われる。のではないかと思われる。

　小型船については、　小型船については、地方地方((県または船主県または船主・・業種業種

団体団体))の徴用の徴用・・扱い部分も相当あったようなので、扱い部分も相当あったようなので、

「都道府県別の船名録」「都道府県別の船名録」((編注編注：：別掲別掲[[戦時船舶及び戦時船舶及び

海軍徴用船海軍徴用船・・戦没船名簿サンプル」戦没船名簿サンプル」参照）参照）の形との形と

した。した。  居住地あるいは故郷の当時の状況把握の一居住地あるいは故郷の当時の状況把握の一

助となれば幸い。助となれば幸い。

　お気づきの点、　お気づきの点、関係資料関係資料（資料存在の事実のみ（資料存在の事実のみ

でも結構）でも結構）等をご連絡いただければ幸いです。等をご連絡いただければ幸いです。　　

＜凡例＞＜凡例＞

１、１、対象船＝対象船＝2020～～299299総トンの汽船および機関　総トンの汽船および機関　

　　を有する帆船とした。を有する帆船とした。

２、２、対象期間＝太平洋戦争中対象期間＝太平洋戦争中（（1941.12.081941.12.08～～1945.1945.

　　08.1508.15））を主体とした。を主体とした。

３、３、収録項目＝戦没船の記録を主眼としている収録項目＝戦没船の記録を主眼としているがが

　　今後の陸軍関係の資料収集、今後の陸軍関係の資料収集、地方からの資料収地方からの資料収

　　集、集、紙幅等を勘案した項目とした。紙幅等を勘案した項目とした。

４、４、配列＝都道府県別に区分し、配列＝都道府県別に区分し、船籍港船籍港・・船名を船名を

　　5050音順に配列した。音順に配列した。

５、５、桃色書＝不確な記述部分。桃色書＝不確な記述部分。

６、６、在県隻数在県隻数（（No)No)＝在県隻数把握、＝在県隻数把握、今後の記録今後の記録・・

　連絡上での確度　連絡上での確度・・利便性を考慮し設定した。利便性を考慮し設定した。

７、７、船籍地船籍地・・区分船籍港＝年度により船籍港変動区分船籍港＝年度により船籍港変動

　　の船もあったが、の船もあったが、区分上区分上「昭和「昭和1818年度船名録」年度船名録」

　　を主体とした。を主体とした。「徴用船」「徴用船」については、については、状況分状況分

　　析の上徴用時の船籍港とした船もある。析の上徴用時の船籍港とした船もある。

８、８、在船籍隻数＝船籍港名は戦時中の市町村名と在船籍隻数＝船籍港名は戦時中の市町村名と

　　した。した。

９、９、船名＝船籍港別に船名＝船籍港別に5050音順配列、音順配列、船名変更の船名変更の　　

　　あった船は下欄に併記、あった船は下欄に併記、戦没船は朱書した。戦没船は朱書した。

1010、、船舶番号＝船籍地が船舶番号＝船籍地が「朝鮮」「朝鮮」「台湾」「台湾」「関東　「関東　

　　州」州」の船は、の船は、それぞれの地で付与された番号でそれぞれの地で付与された番号で

　　あり、あり、各地間で重複番号が存在する。各地間で重複番号が存在する。同一地域同一地域

　　内での重複番号は青書した。内での重複番号は青書した。

1111、、舶所有者舶所有者==「徴用船名簿」「徴用船名簿」と異なる船があっと異なる船があっ

　たが、　たが、「各年度船名録」「各年度船名録」を基準とした。を基準とした。

1212、、総トン数＝総トン数＝「各年度船名録」「各年度船名録」により異なる船により異なる船

　　もあったが、もあったが、「「1818年版」年版」を基準とし、を基準とし、相異があ相異があ

　　まりにも大きい船については併記した。まりにも大きい船については併記した。

1313、、製造年＝本資料の目的から製造年＝本資料の目的から「年」「年」にとどめた。にとどめた。

　　昭和昭和2020年のみ、年のみ、終戦前後の区分のため終戦前後の区分のため「月」「月」をを

　　記載した。記載した。

1414、、1818年年・・2222年増減＝今後の資料収集と分析の観年増減＝今後の資料収集と分析の観

　　点から設定したが、点から設定したが、登録上のものであり、登録上のものであり、必ず必ず

　　しも新造しも新造・・喪失とは限らない。喪失とは限らない。

1515、、船種船種

　①　①「汽」「汽」はは「船名録」「船名録」でで「汽船」「汽船」とされ、とされ、他に他に

　　　　明確な区分資料がない船。明確な区分資料がない船。

　②　②「漁」「漁」はは「徴用船名簿」「徴用船名簿」その他でその他で「漁船」「漁船」でで

　　　　あることが確認された船。あることが確認された船。

　③　③「機帆」「機帆」はは「徴用船名簿」「徴用船名簿」その他でその他で「漁船以「漁船以

　　　　外の機関を有する帆船」外の機関を有する帆船」であることが確認であることが確認

　　　　された船。された船。

　④　④「貨」「貨」はは「徴用船名簿」「徴用船名簿」その他でその他で「貨物船「貨物船((貨貨

　　　　客船客船・・油槽船油槽船・・曳船含む曳船含む))」」とされた船。とされた船。

　⑤　⑤「官」「官」は行政官庁所属船。は行政官庁所属船。

　⑥　⑥「空欄」「空欄」はは「船名録」「船名録」でで「機関を有する帆船」「機関を有する帆船」

　　　　とされた①～⑤以外の船。とされた①～⑤以外の船。

1616、、用船先用船先

　Ａ＝陸軍徴用船　　Ｂ＝海軍徴用船　Ａ＝陸軍徴用船　　Ｂ＝海軍徴用船

1717、、徴用区分徴用区分

　特　特==特設艦船　　一＝一徴用船特設艦船　　一＝一徴用船

1818、、  配属配属

　Ｙ＝横須賀　　Ｍ＝舞鶴　　Ｋ＝呉　　Ｙ＝横須賀　　Ｍ＝舞鶴　　Ｋ＝呉　

太平洋戦争中の小型船被害太平洋戦争中の小型船被害

　　全国に亘る戦没船全国に亘る戦没船
　　　　　　　　14001400 隻を超える隻を超える
小型船小型船(20(20～～299299総㌧総㌧))の徴用の徴用・・戦没について戦没について

は、は、１昨年来その資料収集、１昨年来その資料収集、明細表作成、明細表作成、戦戦

時統合船名簿への挿入等を進めてきたが、時統合船名簿への挿入等を進めてきたが、

海軍徴用船を主としたものがまとまり海軍徴用船を主としたものがまとまり、、HPHP

にも掲載したので、にも掲載したので、その内容等を報告する。その内容等を報告する。
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　Ｓ＝佐世保　　鎮＝鎮守府　　警＝警備府　　　Ｓ＝佐世保　　鎮＝鎮守府　　警＝警備府　　

　　根＝根拠地隊　　Ｆ＝艦隊　遣支＝遣支艦隊　根＝根拠地隊　　Ｆ＝艦隊　遣支＝遣支艦隊　

　　南遣＝南遣艦隊　　支那方面南遣＝南遣艦隊　　支那方面==支那方面艦隊　支那方面艦隊　

　　北東方面北東方面==北東方面艦隊　　北東方面艦隊　　

　　南西方面＝南西方面艦隊　　南西方面＝南西方面艦隊　　

　　南東方面＝南東方面艦隊　　南東方面＝南東方面艦隊　　

　湾糖＝台湾砂糖　湾糖＝台湾砂糖

1919、、  行動行動

　　③＝朝鮮漁船③＝朝鮮漁船9090隻の進出隻の進出（昭和（昭和1818年３～年３～1111月）月）

　　④＝④＝4040トン漁船トン漁船100100隻徴用隻徴用((昭和昭和1818年８～年８～1111月月))

　　⑤＝南方産油還送機帆船⑤＝南方産油還送機帆船（昭和（昭和1818年年11月、月、1818年年

　　　　88月）月）

　　⑧＝大湊漁船北洋進出⑧＝大湊漁船北洋進出(18(18年年33～～99月月))

　　⑨＝漁船⑨＝漁船290290隻隻・・機帆船機帆船150150隻徴用隻徴用((昭和昭和1818年年

　　　　1212月月))

　　⑩＝未稼働新造機帆船作戦⑩＝未稼働新造機帆船作戦（昭和（昭和1919年年22～～66月）月）

　　⑪＝機帆船⑪＝機帆船・・漁船＜比島漁船＜比島・・北洋進出作戦＞　　北洋進出作戦＞　　

　　　　（昭和（昭和1919年３月）年３月）

　　⑫＝機帆船⑫＝機帆船・・漁船漁船<<南西諸島輸送作戦＞南西諸島輸送作戦＞（昭和（昭和

　　　　1919年６月～年６月～2020年５月）年５月）

　　⑬＝機帆船⑬＝機帆船<<台湾砂糖還送作戦台湾砂糖還送作戦> > （昭和（昭和1919年年

　　　　1010月～月～2020年年44月）月）

2020、、戦没原因戦没原因

　Ｓ＝潜水艦魚雷　Ｓ＝潜水艦魚雷・・砲撃　　Ｅ＝航空機爆撃　　砲撃　　Ｅ＝航空機爆撃　　

Ｇ＝機動部隊砲撃　　Ｍ＝機雷接触　Ｇ＝機動部隊砲撃　　Ｍ＝機雷接触　

　Ｊ＝事故　Ｊ＝事故((火災火災・・時化時化))　　Ｚ＝座礁　　　Ｚ＝座礁　

　？＝行方不明　？＝行方不明

2121、、戦没場所＝緑書は米軍資料戦没場所＝緑書は米軍資料（参考文献（参考文献NoNo4646））

2222、、戦没船員数＝小型船に於ける船別の員数を記戦没船員数＝小型船に於ける船別の員数を記

　　録した公式資料は極めて少なく、録した公式資料は極めて少なく、必ずしも正確必ずしも正確

　　ではない。ではない。　　　　　　　　

＜＜参考文献参考文献＞＞

11、、戦没船員名簿戦没船員名簿 ( (厚生省援護局厚生省援護局・・殉職船員顕彰会殉職船員顕彰会))

22、、漁船の太平洋戦争漁船の太平洋戦争((服部雅徳著服部雅徳著・・殉国漁船顕彰委員会殉国漁船顕彰委員会))

33、、焼津市史－漁業編焼津市史－漁業編 ( (焼津市史編さん委員会焼津市史編さん委員会))

44、、焼津市史－資料編焼津市史－資料編 ( (焼津市史編さん委員会焼津市史編さん委員会))

55、、焼津漁業史焼津漁業史  （焼津漁業協同組合）（焼津漁業協同組合）

66、、静岡県榛原郡誌静岡県榛原郡誌  （静岡県榛原郡誌町村会）（静岡県榛原郡誌町村会）

77、、静岡県近代史研究－第静岡県近代史研究－第1616号号（静岡県近代史研究会）（静岡県近代史研究会）

88、、1515年戦争期における焼津市の漁船年戦争期における焼津市の漁船 ( (高橋鑛逸著高橋鑛逸著))

99、、知られざる漁船の戦い－宮城の徴用漁船群－知られざる漁船の戦い－宮城の徴用漁船群－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（新関昌利著）（新関昌利著）

1010、、続　知られざる漁船の戦い－宮城の徴用漁船群－続　知られざる漁船の戦い－宮城の徴用漁船群－　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（新関昌利著）（新関昌利著）

（編注（編注：：以下参考文献以下参考文献4040点は省略した）点は省略した）

　　  戦没小型船についての資料が少ないことは以戦没小型船についての資料が少ないことは以

前よりわれてきた。前よりわれてきた。１昨年来、１昨年来、改めて資料収集と改めて資料収集と

その整備に取り組んできたが、その整備に取り組んできたが、資料の少なさを改資料の少なさを改

めて感じさせられている。めて感じさせられている。

　先　先づづ、、比較的資料の多いといわれている海軍比較的資料の多いといわれている海軍

徴用船関係の戦没小型船について取り組んできた徴用船関係の戦没小型船について取り組んできた

が、が、会員内外および関係研究者の努力と協力によ会員内外および関係研究者の努力と協力によ

り、り、昨年末までに昨年末までに1,4001,400隻を越える戦没記録を把隻を越える戦没記録を把

握し、握し、別掲別掲「船籍港別船名録サンプル「船籍港別船名録サンプル｣｣の形で本の形で本

会ＨＰに中間公表することができた。会ＨＰに中間公表することができた。

    約約3,6003,600隻といわれている戦没小型船に対して、隻といわれている戦没小型船に対して、

内容内容･･量とも不十分な段階であるが、量とも不十分な段階であるが、次の段階へ次の段階へ

の発展を期して中間的公表をした。の発展を期して中間的公表をした。

　現段階で感じ取れることを簡単に掲げると、　現段階で感じ取れることを簡単に掲げると、

１、１、従来からいわれてきているように、従来からいわれてきているように、過酷な　過酷な　

　　条件の中で、条件の中で、底支え的な任務底支え的な任務･･ 行動を強いら行動を強いら

れ、れ、多くの船員が無稔の死を遂げた。多くの船員が無稔の死を遂げた。にも拘らにも拘ら

ず、ず、その記録があまり残されていない。その記録があまり残されていない。  改めて言改めて言

いようのない怒りを覚える。いようのない怒りを覚える。

２、２、都道府県別戦没船隻数について都道府県別戦没船隻数について

　在籍港が東京都　在籍港が東京都･･兵庫県兵庫県･･山口県山口県・・福岡県、福岡県、大阪大阪

府にある戦没船数が多いが、府にある戦没船数が多いが、これらの内には、これらの内には、大大

手海運会社機帆船部門名の所属船、手海運会社機帆船部門名の所属船、  大手水産会社大手水産会社

所属小型船が相当数含まれている。所属小型船が相当数含まれている。

　　その他の道府県では、その他の道府県では、多くが小規模会社や個人多くが小規模会社や個人

所有船であり、所有船であり、地元の乗組員が多かったので、地元の乗組員が多かったので、そそ

の戦没は当該家庭や地域に大きな影響を与えた。の戦没は当該家庭や地域に大きな影響を与えた。

　地域により徴用率　地域により徴用率・・戦没率戦没率ににばらつきはあるばらつきはある

ものの、ものの、全国に亘っていることは全国に亘っていることは、、国民総動員国民総動員

の１断面といえようの１断面といえよう。。

３、３、時期別戦没船数について時期別戦没船数について

　大まかな数であるが、　大まかな数であるが、19421942年年4040隻、隻、4343年年200200隻、隻、

4444年年630630隻、隻、4545年年540540隻と終盤に急増しているの隻と終盤に急増しているの

は商船関係と同傾向であるが、は商船関係と同傾向であるが、特に特に4545年になる年になる

と海軍関係その他を合わせるとと海軍関係その他を合わせると1,0001,000隻を越え、隻を越え、

商船を上回っていると見られる。商船を上回っていると見られる。

　諸要因　諸要因によりにより残存大型船が激減する中で、残存大型船が激減する中で、小小

型船が大動員され、型船が大動員され、より危険化した海上で多くのより危険化した海上で多くの

犠牲を強いられたことが伺われる。犠牲を強いられたことが伺われる。　　　　　　（Ｋ）（Ｋ）

((注注：：本稿はＨＰに掲載したものではない）本稿はＨＰに掲載したものではない）

  海軍関係小型戦没船の海軍関係小型戦没船の

　　　　　　　　    中間公表に際して中間公表に際して
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県別全船舶と海軍徴用船県別全船舶と海軍徴用船

・・戦没船隻数戦没船隻数 （（20-29920-299 総㌧総㌧))

府県名府県名        船舶数船舶数 徴用徴用     戦没戦没
船数船数     船数船数

東京都東京都 1,8401,840 503503  247 247

兵庫県兵庫県 1,4001,400   287   287 137137

山口県山口県 1,6731,673 250250 9595

静岡県静岡県   449  449 139139 8181

福岡県福岡県 1,0271,027 193193 8181

宮城県宮城県   469  469 179179 6868

長崎県長崎県   784  784 210210 6767

三重県三重県   468  468 100100 4848

大阪府大阪府 1,0611,061 118118 4141

和歌山県和歌山県   625  625 9292 3838

北海道北海道 1,0581,058 141141 3535

鹿児島県鹿児島県   359  359 8686 3434

高知県高知県   424  424 8989 2929

広島県広島県 1,0081,008 146146 2424

愛媛県愛媛県   751  751 6565 2222

茨城県茨城県   274  274 3939 1717

千葉県千葉県   260  260 2020 1717

神奈川県神奈川県   563  563 6666 1414

徳島県徳島県   374  374 3838 1414

青森県青森県   221  221 4444 1111

大分県大分県   258  258 3030 1010

福島県福島県   332  332 3030 1010

香川県香川県   267  267 2121 88

島根県島根県   230  230 3838 88

新潟県新潟県   115  115 2525 88

愛知県愛知県   636  636 2424 77

岩手県岩手県   107  107 3535 77

宮崎県宮崎県   107  107 1919 66

熊本県熊本県   388  388 3131 44

山形県山形県    35   35 77 44

佐賀県佐賀県   169  169 99 22

鳥取県鳥取県    59   59 55 22

秋田県秋田県    26   26 44 11

石川県石川県    56   56 99 11

岡山県岡山県   204  204 99 11

沖縄県沖縄県    45   45 11 11

京都府京都府    38   38 77 11

富山県富山県    55   55 22 11

福井県福井県    18   18 33 11

岐阜県岐阜県     3    3 00 00

滋賀県滋賀県    30   30 00 00

小　　計小　　計  18,266 3,114 1,20318,266 3,114 1,203

朝鮮朝鮮 1,3241,324 118118 6262

台湾台湾 289289 121121 3232

関東州関東州 286286 1313 66

県別不明県別不明 9494 8888 2929

合　　計合　　計  20,25920,259 3,454 3,454 1,332 1,332

2020トン未満トン未満 1,2001,200 100100

合　　計合　　計 20,259 20,2594,6544,654  1,432  1,432



－－77－－

  漁船漁船・・機帆船は機帆船は

                日中戦争でも日中戦争でも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  正岡　勝直正岡　勝直

    本会のホームページも開設後１年４カ月と本会のホームページも開設後１年４カ月と

なり、なり、太平洋戦争当時の小型船舶のリストも太平洋戦争当時の小型船舶のリストも

順次整備され、順次整備され、インターネット上で見ることインターネット上で見ること

ができるようになった。ができるようになった。

　画面上でも、　画面上でも、海軍艦艇の補助戦力である特海軍艦艇の補助戦力である特

設艦船として、設艦船として、漁船を改造した特設監視艇や漁船を改造した特設監視艇や

特設駆潜艇等の他、特設駆潜艇等の他、一般徴傭とされた小型漁一般徴傭とされた小型漁

船までもが広大な海上戦域に投入され、船までもが広大な海上戦域に投入され、遠く遠く

ニューギニヤニューギニヤ・・中部太平洋中部太平洋・・インドネシア方インドネシア方

面まで展開し、面まで展開し、占領地域海面の警戒占領地域海面の警戒・・交通手交通手

段や作戦上で活躍したほか、段や作戦上で活躍したほか、250250㌧級以下の㌧級以下の

機帆船は局地輸送の主力になり、機帆船は局地輸送の主力になり、さらに南方さらに南方

産油地域より危険極まりない洋上石油還送任産油地域より危険極まりない洋上石油還送任

務に従事させられた。務に従事させられた。また、また、これらの船舶群これらの船舶群

は、は、日本本土の海上防衛任務等多岐にわたっ日本本土の海上防衛任務等多岐にわたっ

て使用されたことが窺われる。て使用されたことが窺われる。

　その概要は、　その概要は、会報会報4343号で述べているよう号で述べているよう

に、に、支那事変と称した日中戦争勃発から昭和支那事変と称した日中戦争勃発から昭和

2020年年88月の敗戦までに約月の敗戦までに約4,7004,700隻に達してお隻に達してお

り、り、本土洋上に展開して来攻する米艦隊の監本土洋上に展開して来攻する米艦隊の監

視網強化として、視網強化として、徴傭の手続きを取らない形徴傭の手続きを取らない形

で、で、海軍が指定する海軍が指定する「補助監視船」「補助監視船」｢｢特殊漁船特殊漁船｣｣

｢｢防空監視船防空監視船｣｣の名目により、の名目により、海軍戦力に組み海軍戦力に組み

入れられた約入れられた約300300隻の船を入れると、隻の船を入れると、約約5,0005,000

隻に達している。隻に達している。

　日中戦争当時は戦場の主役が陸軍であり、　日中戦争当時は戦場の主役が陸軍であり、

中国各地に展開する上陸作戦等に多数の漁船中国各地に展開する上陸作戦等に多数の漁船

が投入された模様であるが、が投入された模様であるが、陸軍関係の資料陸軍関係の資料

が僅少のため、が僅少のため、その全容は断片的である。その全容は断片的である。

　　海軍は陸軍の作戦を支援する形であり、海軍は陸軍の作戦を支援する形であり、漁船漁船

などの徴傭は、などの徴傭は、作戦の推移によって比較的短期作戦の推移によって比較的短期

間であったが、間であったが、揚子江の遡航作戦の進展、揚子江の遡航作戦の進展、戦況戦況

の長期化よる戦場の拡大に伴う中国沿岸の海上の長期化よる戦場の拡大に伴う中国沿岸の海上

封鎖作戦等に即応する徴用の増減があった。封鎖作戦等に即応する徴用の増減があった。

　当初、　当初、海軍が拠点としていた上海の海軍陸海軍が拠点としていた上海の海軍陸

戦隊本部を中核に、戦隊本部を中核に、第３艦隊が作戦任務に従第３艦隊が作戦任務に従

事していたが、事していたが、昭和昭和1212年年1010月には連合艦隊月には連合艦隊

指揮下に入らない独立した支那方面艦隊が新指揮下に入らない独立した支那方面艦隊が新

設された。設された。

　その後、　その後、中国の重慶政府と袂をわかった南中国の重慶政府と袂をわかった南

京政府樹立により、京政府樹立により、戦局の長期化に備え、戦局の長期化に備え、昭昭

和和1414年年1111月月1515日第１遣支艦隊日第１遣支艦隊((中支方面中支方面))・・第第

２遣支艦隊２遣支艦隊（南支方面）（南支方面）・・第３遣支艦隊第３遣支艦隊((北支北支

方面）方面）を支那方面艦隊指揮下に新設し、を支那方面艦隊指揮下に新設し、海軍海軍

は地区別作戦に任じ、は地区別作戦に任じ、それぞれの艦隊は拠点それぞれの艦隊は拠点

基地として特別根拠地隊を設置し、基地として特別根拠地隊を設置し、所要船舶所要船舶

を配属した。を配属した。

　南方進出の機会を狙っていた海軍は戦況の　南方進出の機会を狙っていた海軍は戦況の

拡大に伴い拡大に伴い、、昭和昭和1616年４月に海南島の根拠地年４月に海南島の根拠地

隊を海南警備府に昇格して戦力増強を計り、隊を海南警備府に昇格して戦力増強を計り、

香港占領後は既設の広東特別根拠地隊を香港香港占領後は既設の広東特別根拠地隊を香港

特別根拠地隊とし、特別根拠地隊とし、次第に戦力の充実を計っ次第に戦力の充実を計っ

ていった。ていった。

　昭和　昭和1414年年1111月月1515日以後、日以後、中国沿岸の海上中国沿岸の海上

封鎖作戦による漁船の徴傭もあったが、封鎖作戦による漁船の徴傭もあったが、戦況戦況

の長期化と進展状況から、の長期化と進展状況から、各部隊間では配属各部隊間では配属

の変更などの措置があった。の変更などの措置があった。

　昭和　昭和1515年年1111月以降、月以降、開戦に備えた作戦計開戦に備えた作戦計

画に応じた船舶徴傭状況は、画に応じた船舶徴傭状況は、日本本土防衛の日本本土防衛の

最前線であったトラック島周辺の防備増強と最前線であったトラック島周辺の防備増強と

日本本土海上防衛強化のため、日本本土海上防衛強化のため、一般徴傭の漁一般徴傭の漁

船船・・機帆船は全体として増強される一方、機帆船は全体として増強される一方、中中

国南方海域方面でのそれは減少していった。国南方海域方面でのそれは減少していった。

　太平洋戦争開戦当初は、　太平洋戦争開戦当初は、進攻作戦も順調に進攻作戦も順調に

進展した時期であり、進展した時期であり、中国方面は後方戦域で中国方面は後方戦域で

あったので、あったので、徴傭漁船徴傭漁船・・機帆船の配属は各部機帆船の配属は各部

隊数隻にとどまっていた。隊数隻にとどまっていた。

　だが、　だが、昭和昭和1818年末頃より次第に戦況の悪化年末頃より次第に戦況の悪化

とともに、とともに、占領地域への海上輸送力の増強が占領地域への海上輸送力の増強が

必要となり、必要となり、多くの徴傭漁船多くの徴傭漁船・・機帆船が集団機帆船が集団

で中国沿岸を航行するが、で中国沿岸を航行するが、米軍機や潜水艦な米軍機や潜水艦な

どの攻撃により被害が続出する状況となった。どの攻撃により被害が続出する状況となった。

この補強のため、この補強のため、一時転出した船舶の再投入一時転出した船舶の再投入

も行われたとの記録もあるが、も行われたとの記録もあるが、詳細な実態は詳細な実態は

定かではなく今後の研究課題であろう。定かではなく今後の研究課題であろう。

　日中戦争当時の徴傭漁船　日中戦争当時の徴傭漁船・・機帆船の手元残機帆船の手元残

存資料としては、存資料としては、海軍省軍務局第２課の調整海軍省軍務局第２課の調整

による昭和による昭和1212年年1111月月からから昭和昭和1414年年44月月11日日

までの断片的なまでの断片的な｢｢船舶徴傭状況船舶徴傭状況｣｣のみであるが、のみであるが、

昭和昭和1414年年44月月11日までの海軍徴傭船舶は延日までの海軍徴傭船舶は延424424

隻隻//3535万総㌧、万総㌧、内内148148隻隻//1414万総㌧が解傭され万総㌧が解傭され

ていたので、ていたので、276276隻隻//2121万総㌧がその後の日本万総㌧がその後の日本

海軍の一翼を担っていたわけである。海軍の一翼を担っていたわけである。
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科　　　目科　　　目          04/1204/12              06/406/4

                                  ～～06/306/3 ～～07/307/3

繰越額繰越額         6,000,000         6,000,000 2,829,2942,829,294

資料収集費資料収集費

　資料収集費　資料収集費 270,000270,000   30,000  30,000

　図書購入費　図書購入費

パソコン費パソコン費

　機材整備費　機材整備費 199,537199,537     11,860     11,860

　労務費　労務費       512,740      512,740    172,000    172,000

　コピー費　コピー費       20,000      20,000

データベース費データベース費

　外注費　外注費     1,247,655    1,247,655

　　ITIT外注費外注費       169,700      169,700

展示会費展示会費

　パネル費　パネル費        42,525       42,525 69,34769,347

　　アルフォト費アルフォト費  177,975 177,975

旅費交通費旅費交通費       311,930      311,930     40,650     40,650

協力交通費協力交通費       353,200      353,200  145,470 145,470

通信費通信費         4,620        4,620   62,000  62,000

文具費文具費        28,556       28,556   13,379  13,379

事務所費事務所費  120,000 120,000

雑費雑費              10,243              10,243 2,0602,060

支出合計支出合計　　         3,170,7063,170,706        844,741844,741

次年度繰越次年度繰越          2,829,2942,829,294 1,984,5531,984,553

繰越金内訳繰越金内訳

　現金　現金        29,294       29,294   84,553  84,553

　銀行預金　銀行預金     2,800,000    2,800,000 1,900,0001,900,000

基本会計基本会計
科　　　目科　　　目        金金    額額
前月より繰越前月より繰越 150,000150,000
入　会　金入　会　金 1,0001,000
そ　の　他そ　の　他
合　　計合　　計 151,000151,000
一般会計一般会計
前年度繰越前年度繰越 429,137429,137
会　　　費会　　　費 197,000197,000
賛賛  助助  会会  費費 27,00027,000
寄寄    付付    金金 56,00056,000
事事  業業  収収  入入 6,0006,000
雑雑    収収    入入 4,0004,000
収入合計収入合計 719,137719,137
通通    信信    費費 31,18031,180
会会    議議    費費 20,00020,000
印印    刷刷    費費 29,00029,000
事事    業業    費費 45,82845,828
旅費交通費旅費交通費
事事  務務  所所  費費 120,000120,000
消耗品消耗品･･雑費雑費    47,359    47,359
支出合計支出合計 293,367293,367
次年度次年度繰越繰越 425,770425,770
総総        計計 719,137719,137
繰越金内訳繰越金内訳
基本会計基本会計 　　
現　　　金現　　　金
振振  替替  貯貯  金金 1,0001,000
銀行預金銀行預金((労労)) 150,000150,000
合　合　  計計　　 151,000151,000
一般会計一般会計 　　　　
現　　　金現　　　金 13,63213,632
振振  替替  貯貯  金金 285,825285,825
銀行預金銀行預金((みみ)) 126,313126,313
合　合　  計計 425,770425,770

戦没船を記録する会戦没船を記録する会
        収支報告書収支報告書
20062006年４月ー年４月ー20072007年年33月月

　　

静岡の図書館を訪問静岡の図書館を訪問

  ３月２日、３月２日、戦没小型船の資料戦没小型船の資料

を求めて、を求めて、「御前崎市図書館」「御前崎市図書館」とと

「静岡県立図書館」「静岡県立図書館」を訪ねたを訪ねた。。

　漁業の町焼津を擁する県と　漁業の町焼津を擁する県と

いうこともあってか、いうこともあってか、漁船関漁船関

係の資料を整備しており、係の資料を整備しており、館員館員

の応対も非常によく、の応対も非常によく、短時間に短時間に

拘らず、拘らず、「昭和「昭和1111年度の県内船年度の県内船

名簿」名簿」「漁船写真「漁船写真｣｣「船舶遭難記「船舶遭難記

録」録」他の資料を得ることができ他の資料を得ることができ

たた｡｡感謝申し上げたい。感謝申し上げたい。    （Ｋ）（Ｋ）

　本紙前号で　本紙前号で「レイテ戦の戦没船」「レイテ戦の戦没船」で、で、大岡昇大岡昇

平の平の「レイテ戦記」「レイテ戦記」には３１隻の商船が登場すには３１隻の商船が登場す

ると記したが、ると記したが、レイテに投入される部隊をマニレイテに投入される部隊をマニ

ラまで輸送したものや、ラまで輸送したものや、同型船としてあるいは同型船としてあるいは

輸送計画として登場する船もが含まれていて、輸送計画として登場する船もが含まれていて、

実際に参加した船は実際に参加した船は延延２１隻であり、２１隻であり、レイテ戦レイテ戦

に生き残った１隻は敗戦直前の８月３日に触雷に生き残った１隻は敗戦直前の８月３日に触雷

で沈没している。で沈没している。

　レイテ戦は昭和１９年１０月２０日、　レイテ戦は昭和１９年１０月２０日、米軍の米軍の

レイテ東岸上陸によって始まったが、レイテ東岸上陸によって始まったが、その時点その時点

でレイテ島にいた日本軍は、でレイテ島にいた日本軍は、第３５軍直轄部隊第３５軍直轄部隊

11万余だけであったようで、万余だけであったようで、米軍の圧倒的米軍の圧倒的　　↑↑

            戦没船を記録する会戦没船を記録する会

            特別資金収支報告書特別資金収支報告書
        累計支出　累計支出　20072007年年 3 3月末現在月末現在

会費納入のお願い会費納入のお願い

　本会の会費は昨年の定期総会　本会の会費は昨年の定期総会

で、で、年額１口３年額１口３,,０００円とし、０００円とし、

正会員の方には２口以上のご協正会員の方には２口以上のご協

力をお願いすることとしました。力をお願いすることとしました。

宜しくお願いいたします。宜しくお願いいたします。

〔お詫び〕〔お詫び〕

　　会報の発送が事情により４月会報の発送が事情により４月

にずれ込んでしまいました。にずれ込んでしまいました。  総会総会

案内も遅れましたが、案内も遅れましたが、是非ご参加是非ご参加

下さい。下さい。また、また、会報へのご会報へのご投稿投稿をを

お願いします。お願いします。

レイテ戦の戦没船レイテ戦の戦没船（２）（２）　　

な戦力に対抗して、な戦力に対抗して、制空権制空権・・制海権を失った戦場制海権を失った戦場

の島に、の島に、77万余の兵力と装備、万余の兵力と装備、物資を送り込むため物資を送り込むため

に、に、９９次にわたる輸送作戦を展開したのである。次にわたる輸送作戦を展開したのである。

　このうち第１次、　このうち第１次、５次、５次、７次は軍の舟艇によっ７次は軍の舟艇によっ

て行われたようで、て行われたようで、商船は登場しない。商船は登場しない。軍の輸送軍の輸送

は主に高速輸送艦やＳＳ艇は主に高速輸送艦やＳＳ艇((海上トラック海上トラック)､)､ダイダイ

ハツなどによるものであったハツなどによるものであった。。

　　この輸送作戦は、この輸送作戦は、直接護衛隊、直接護衛隊、間接護衛隊と間接護衛隊と

して駆逐艦、して駆逐艦、海防艦や駆潜艇、海防艦や駆潜艇、制制空空隊の零戦や疾隊の零戦や疾

風を揃えて商船隊の護衛に当たり、風を揃えて商船隊の護衛に当たり、また軍の高速また軍の高速

輸送艦だけでの輸送も行われたが、輸送艦だけでの輸送も行われたが、時間の経過と時間の経過と

ともに商船も護衛艦やともに商船も護衛艦や航航空機も激減し空機も激減した。た。

到着しても揚荷が出来ない、到着しても揚荷が出来ない、兵隊が持てるだけの兵隊が持てるだけの

荷物を携行して上陸できれば良い方という状態荷物を携行して上陸できれば良い方という状態

で、で、武器も食料もない軍隊が次第に消滅して武器も食料もない軍隊が次第に消滅して↓↓

いった戦いであったようである。いった戦いであったようである。

　　レイテ戦記に出てくる輸送船レイテ戦記に出てくる輸送船

団の顛末は、団の顛末は、次号に掲載予定で次号に掲載予定で

ある。ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　((ＳＳ))


